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研究成果の概要（和文）： 
チャンパーとアンコールのサンスクリット語碑文のデータベース化を達成するとともに、碑文

研究のさらなる深化のための碑文画像データベースも部分的に構築した。それらに基づいて、

特にアンコール期の碑文に見られるいわゆるデーヴァラージャ信仰といわれるものが過去の研

究者のシヴァ教の無理解に基づく誤った仮説にすぎないこと、その本質はアーガマに基づく初

期のシヴァ教のイニシエイション儀礼を即位儀礼と同時に行なうことであったこと、というア

ンコール王権の革新的理解に導く成果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have constructed an e-text database of Sanskrit Inscriptions of Cham and Khmer, a 
part of which is linked with photo database of the original inscription images. On the 
basis of exhaustive text analysis, we have elucidated that the so-called devarāja cult is 
an erroneous hypothesis and its real nature is ordinary coronation ritual combined 
with the Śaiva initiation ritual based on the early āgamic scriptures. 
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１．研究開始当初の背景 
従来のアンコールとチャンパーの研究は、そ
の基本にインド文明の影響がきわめて大き
いことを認めながらも、古い時代のインド研

究の水準に依拠するにとどまっていた。アン
コールにせよチャンパーにせよ、その研究の
現状はフランスからの独立以後ほとんど進
展しているとは言えない。その間に、インド
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文献学の分野においては、新たな写本の発見
などによってシヴァ教研究が飛躍的な発展
を遂げている。アンコールとチャンパーとは
ともにその宗教文化の中心にシヴァ教を有
する文化であり、新たなシヴァ教研究の成果
の光の下に照らすことによって従来認めら
れていなかった多くの対応が明らかになる
ことは確実である。 
第 2 に、コンピュータによるテキスト処理
技術を活用するべき環境が整ってきたこと
から、碑文資料のデータベース化によって網
羅的読解による研究を推進すべき時期にな
ったことである。チャム文字碑文は二百を越
える程度であってそれほどではないが、クメ
ール文字碑文は 66 年までの収集でも 1000 
を越えているので、網羅的な研究のためには
データベース化が必要である。わが国におけ
る人文系のコンピュータ利用を先導してき
たアジア・アフリカ言語文化研究所では、既
にクメール語のクメール文字碑文を電子化
してある。さらにサンスクリット語碑文のデ
ータベース化を進めることによって総合的
な見地からの新たな碑文研究が可能となる。 
 
２．研究の目的 
近年のインド文献学におけるシヴァ教の研
究の顕著な発展に基づいて、クメール文字と
チャム文字の碑文資料を再解読し、アンコー
ル期を中心とする時代のクメールとチャン
パーの文化におけるヒンドゥー教の様相を
明らかにすることが本研究の目的である。 
具体的には、 
(1) チャム文字およびクメール文字からなる
サンスクリット語碑文資料のデータベース
化 
刊行されている主要なチャム文字およびク
メール文字サンスクリット語碑文資料を電
子データ化して今後の研究の基礎とする。 
(2)クメール文字とチャム文字のサンスクリ
ット語碑文資料に見られるシヴァ教のあり
方の解明 
碑文資料のデータベース化に基づいて、効率
的に広範なデータを検索することによって、
従来では考えられなかった形での網羅的読
解による研究を行なうとともに、近年のシヴ
ァ教研究の進展を活用して、アンコール王朝
などの構成要素であるシヴァ教のあり方を
解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究の実施計画は二つ要素からなってい
る。 
(1)碑文データベースの整備 
具体的には、テキストに関連するものとして、
クメール文字碑文とチャム文字碑文の電子
化入力を行い、テキストデータベースとして
検索を可能にするとともに、KWICインデック

スの作成を行って碑文テキスト校訂者の著
作権の問題に抵触しない形にして広く世界
の研究者に研究の基礎となるツールを提供
する。 
更に、既に GICAS（アジア書字コーパスに基
づく文字情報学の構築）プロジェクトにおい
て着手したチャム文字碑文の画像データベ
ースの構築を進めるとともに、クメール碑文
画像データベースの構築のための碑文画像
の撮影を進める。 
これに伴って、予算の許すかぎり、碑文の記
述内容と遺跡遺物の対照研究のために、アン
コールとチャンパーの文明の遺跡の実地調
査を行う。 
また、上記のうちのチャム文字碑文処理のた
めに、チャム文字処理ツールの作成も進めた。
チャム文字についてはまともに使用可能な
フォントすら存在しないために、研究を進め
るにあたって様々な困難が伴う。これを解決
するために、METAFONTを用いてチャム文字の
フォントを作成し、作成したチャム文字フォ
ントに基づいて TeXのチャム文字処理システ
ムを作成する。 
(2)碑文に見られるシヴァ教の研究 
データベースを利用した網羅的な出現例の
検討に基づいて、チャンパー及びアンコール
期クメール文化におけるシヴァ教を中心と
するヒンドゥー教の様相について、最新のイ
ンドでのシヴァ教の研究の進展と対応した
研究を進める。 
 
４．研究成果 
(1)碑文データベースの整備 
テキストデータベース関連ではチャム碑文
についての Majumdar のテキストの入力と、
クメール碑文についての Inscriptions du 
Cambodge 全 7巻のサンスクリット部分の入
力を終え、クメール碑文のサンスクリット部
分についての Majumdar のテキストの全体
の入力を終えている。 Inscriptions du 
Cambodge 全 7 巻のサンスクリット部分の
KWIC インデックスを構築し、下記[その他
ホームページ:URL]公開しているので、今後
のクメール碑文研究にとっての基礎的ツー
ルとなるであろう。これによって、公刊され
ているサンスクリット語碑文のテキストの
大部分について容易に検索できるようにな
った。 
チャム碑文の画像データベースの試作バー
ジョンも同じ URLから公開している。今後順
次クメール碑文の画像データベースも公開
していく予定である。 
チャム文字のフォントとそれに基づく TeXシ
ステムについても試作バージョンを同じ URL
から公開している。 
(2)碑文に見られるシヴァ教の研究 
上記のようなデータベースに基づくシヴァ



教の研究を進め、特にいわゆるデーヴァラー
ジャ信仰について、過去の研究者のシヴァ教
の無理解に基づく誤った仮説にすぎないこ
とを充分に証明し得るような研究成果を得
た。 
まず第一に念頭に置いておくべきことは、過
去の研究者のラテライトに関する常識の欠
如であり、ラテライト・ブロックが地中から
掘り出して空気に触れさせるだけで土から
石に化学変化を起こすことを認識していな
い無知な研究者が、あれだけのアンコールの
建築を作るためには特別の権威を持った王
権が必要であろうという仮定をたてて全て
を解釈していたということである。実際には
アンコールの建築材料の 90％は現地で掘り
出した土が変化したブロックを使っている
ので必要な労働力は従来の仮定の十分の一
程度であろう。 
こうした誤った認識からデーヴァラージャ
という言葉が「神王」として勝手に解釈され
特殊な宗教的王権が成立したとされてきた。
冷静に碑文データを読むと、デーヴァラージ
ャという言葉の出現はサンスクリットのク
メール碑文全体で 5回しか現われない。その
うちの 3回が Sdok Kak Thom 碑文である。
そして残りの２例はこの言葉のインドでの
普通の用法の示す意味である「神々の王」と
してのインドラのことを意味している。 
こうして新しい視点から鍵となる Sdok Kak 
Thom 碑文を読み直してみると、ここでのデ
ーヴァラージャという言葉が「成就法」にか
かっており、さらに「水の流れ」と等値され
ていることからインドの王の即位儀礼であ
る「インドラの大潅頂」 (aindra mahā 
abhiṣeka)と呼ばれるものを差していると解
釈するのが最も自然である。 
ただしそれだけではこの儀礼に特別な重要
性が与えられたのかは明らかにならないが、
この碑文のクメール語部分と合わせて精査
すると、bhuvana（世界）の階梯を手段とす
るディークシャーというシヴァ教のイニシ
エイション儀礼を同時に行ない、そのことに
よって王が死後にシヴァ教の保証する上位
の世界に生まれ変わることを保証する儀礼
を即位儀礼と同時に行なっていたであろう
ことがほぼ確実であり、そのことが王たちの
死後の贈り名によって確認できることが明
らかになった。 
その際に用いられたシヴァ教の経典が、
Niḥśvāsa と称される最古の層に属するシヴ
ァ教のアーガマであることも、引用されてい
る経典名の解釈によって推測できる。 
このような研究は、従来のアンコール王朝の
性格に関する定説を覆す革新的な理解を提
供し、今後の研究をまったく別の視点から推
進させるようになる大きな成果である。 
最後に、注目すべきこととして、これらの儀

式を司った祭司の家系において、女系で相続
していることが明らかなことである。ところ
が、この相続方式が王の相続についても確認
できるかどうかに関しては、従来の研究が存
在していない。残念ながら本研究の期間内で
はこの点についての研究を進めることはで
きなかったが、今後この点についての研究を
進めると、従来のアンコール王朝についての
考え方をまったく改める必要も出てくると
思われる。 
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